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2021 年度中間決算（連結・個別）について 
 

 

 

 

株式会社日本旅行（本社：東京都中央区、代表取締役社長：小谷野 悦光）では、この度 2021 年度中間決

算（連結・個別）が確定いたしましたので、お知らせ致します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

このリリースに関するお問い合わせ先 

 
 

 

              
News Release 
日本旅行ニュース 2021 

秘書広報部 広報担当 TEL 03-6895-7860 

担当：宇野・井村・富樫 

東京都中央区日本橋 1-19-1 日本橋ダイヤビルディング 12 階 

 



 

2021年 6月期 中間決算概要 

    2021年 8月 27 日 

会 社 名  株式会社 日本旅行                 
本社所在都道府県 
東 京 都 

 
（百万円未満切捨て） 

１．2021年 6月中間期の連結業績（2021年 1月 1 日～2021年 6月 30日） 
(1)連結経営成績                              （％表示は対前年中間期増減率） 
 

売上総利益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属す

る中間（当期）純利益 
 百万円   ％ 

 
  

百万円    ％ 
 

百万円   ％ 
 

百万円    ％ 
       2021年 6月中間期 

2020年 6月中間期 
13,951   38.6 
10,068 △60.4 

△2,176     － 
△6,441   － 

△541    － 
△6,352    － 

△600  － 
△5,895  － 

2020年 12月期 23,708 △56.7  △11,621    － △9,362    － △12,791   － 
（注）包括利益 2021年 6月中間期△280百万円（－％） 2020 年 6月中間期△6,867百万円（－％） 
 

 
１株当たり中間 

（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり 

中 間 （ 当 期 ） 純 利 益 

  円 銭  円 銭 

2021年 6月中間期 
2020年 6月中間期 

△10 01 
△98 25 
  

― ― 
― ― 

 2020年 12月期 △213 20 
 

― ― 
 (参考) 持分法投資損益 2021年 6月中間期△133百万円 2020年 6月中間期△66百万円 

 
(2)連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 

 

百万円 

 

％ 

         
         

円  銭 
2021年 6月中間期 
2020年 6月中間期 

88,969 
75,539 

10,300 
16,976 

11.5 
22.2 

170 49 
280 24 

2020年 12月期 101,388 10,110 
 

9.8 166 82 
 (参考) 自己資本 2021年 6月中間期 10,229百万円 2020年 12月期 10,009百万円 

 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 

 
百万円 百万円 百万円 百万円 

2021年 6月中間期 
2020年 6月中間期 

△12,716 
△16,429 

15,505 
17,773 

△45 
130 

12,388 
10,981 

2020年 12月期 △10,705 8,536 771 9,356 

 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

 

 

 円 銭  円 銭  円 銭 

2020年 12月期 
 

－ － － 

2021年 12月期 －  
0 00 

2021年 12月期（予想）  － 

 
 
３．2021年 12月期の連結業績予想（2021年 1月 1日～2021年 12月 31日） 
連結業績予想につきましては、新型コロナウィルス感染症の終息時期が予測不能であり、当社グループに
及ぼす影響を見極めることが困難であることから、現時点では未定とさせていただきます。 
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※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）   無 
 
(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
企業会計基準第 29 号「収益認識に関する会計基準」を当事業年度より早期適用しております。 

② ①以外の会計方針の変更        ：無 
③ 会計上の見積りの変更         ：無 
④ 修正再表示              ：無 

 
(3) 発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数(自己株式を含む) 2021年 6月中間期 60,000千株 2020年 12月期 60,000千株 

②期末自己株式数           2021年 6月中間期     －千株 2020年 12月期     －千株 

③期中平均株式数          2021年 6月中間期 60,000千株 2020年 6月中間期 60,000千株 

  
 
(参考)個別業績の概要 
 

１．2021年 6月中間期の個別業績(2021年 1月 1日～2021年 6月 30日) 
(1)個別経営成績                           （％表示は対前年中間期増減率） 

 売上総利益 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益 

 百万円   ％ 
 

  

百万円    ％ 
 

百万円      ％ 
 

百万円      ％ 
       2021年 6月中間期 

2020年 6月中間期 
12,361    48.6 
8,316 △61.9 

        114   － 
△4,987     － 

133      － 
△4,806      － 

       102     － 
   △4,283     － 

2020年 12月期 20,644  △55.5 
 

△7,334     － △5,755      －    △6,564     － 
 

 １株当たり中間 

（当期）純利益 

 

 

円 銭 

2021年 6月中間期 
2020年 6月中間期 

1 70 
△71 39 

 2020年 12月期 △109 41 
  

(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率 １株当たり純資産 

 

 

百万円 

 

百万円 

 

％ 

         

         

円  銭 

2021年 6月中間期 
2020年 6月中間期 

85,944 
67,152 

7,859 
9,812 

9.1 
14.6 

131 00 
163 55 

2020年 12月期 97,459 7,244 
 

7.4 120 74 
 
 

(参考)自己資本 2021年 6月中間期 7,859百万円 2020年 6月中間期 9,812百万円 2020年 12月期 7,244百万円 
 
２．2021年 12月期の個別業績予想（2021年１月１日～2021年 12月 31日） 

   個別業績予想につきましては、新型コロナウィルス感染症の終息時期が予測不能であり、当社に及ぼす影響を見極
めることが困難であることから、現時点では未定とさせていただきます。 
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２０２１年度中間決算の概要 

 

 

１．全般の状況 

当中間連結会計期間におきましては、新型コロナウイルス感染症の流行拡大を踏まえた政府の緊急事態宣

言が 1月 7日に発令されて以降、その再発令や延長、まん延防止等重点措置が断続的に継続し、旅行需要が

大幅に低迷する状況が続きました。 

 

こうした状況のなか、当社グループにおきましては、経費削減の徹底や一時帰休（休業）の実施などの緊

急対策を年初から推進するとともに、3 月 18日に公表した「中期経営計画見直しの方向性」に基づき、事業

構造の改革（ビジネスモデルの変革）と運営体制・コスト構造の見直しを柱とした抜本的構造改革に取り組

んでまいりました。 

 

  法人営業では、企業のＭＩＣＥ需要等が低迷するなか、感染防止ガイドラインの順守を前提とした教育旅

行の取り扱いに加え、Ｗｅｂを活用したハイブリッド型会議や学術学会など新たなスタイルによる法人営業

の展開を図ってまいりました。個人旅行営業では、店頭営業の縮小をグループ全体で推進するとともに、瀬

戸内や北陸など西日本エリアのＪＲセットプランを中心に、赤い風船のＷｅｂ販売の拡大を推し進めてまい

りました。また、店頭店舗等の営業にあたっては、換気や消毒、ソーシャルディスタンスの確保など、お客

様に安心してご利用いただける環境づくりに取り組んでまいりました。 

また、こうした旅行業の取り組みとともに、事業構造の転換を目指した非旅行業分野の取扱拡大を、他社

とのアライアンスを含めて積極的に推進してまいりました。具体的には、各地域の誘客事業や経済対策事業

など各種事務局業務の受託に加え、大規模センターを含めた各エリアのワクチン接種関連事業を数多く取り

扱うなど、運営能力をはじめとした当社のノウハウと、コンサルティングやシステムなど特定分野に強みを

持つアライアンスパートナーの特長をかけあわせ、事業領域の拡大に取り組んでまいりました。 

 

一方では、マーケット状況等を踏まえた運営体制の大幅な見直しに取り組んでまいりました。法人営業に

おいては、大都市圏への経営資源の集中と大規模拠点化を推進するとともに、各地域拠点においては、エリ

ア全体の連携による業務運営の効率化を一層追求してまいりました。また、マーケット状況に応じた店頭店

舗の縮小をグループ全体で加速化するとともに、需要が激減している海外旅行やインバウンド部門とあわせ、

需要のある分野への要員シフトに取り組んでまいりました。あわせて、当社グループ全体として、要員規模

の見直しを推進し、事業運営体制のスリム化に取り組むとともに、賞与支給の見送りを含めた経費削減の徹

底や一時帰休（休業）の実施等により、長期化するウィズコロナでの収支改善に向け、最大限の取り組みを

進めてまいりました。 

 

これらの結果、当中間連結会計期間の売上総利益は 139 億 51 百万円（前年同期比 138.6％）、営業損失は

21 億 76 百万円（前年同期比 42 億 64 百万円改善）、経常損失は 5 億 41 百万円（前年同期比 58 億 11 百万円

改善）となり、法人税等を控除した中間純損失は 6 億円（前年同期比 52 億 94 百万円改善）となりました。 

 

また、当期の個別決算につきましては、売上高は 354 億円（前年同期比 89.1%）、売上総利益は 123 億 61

百万円（前年同期比 148.6%）、営業利益は 1億 14百万円（前年同期比 51億 2 百万円改善）、経常利益は 1億

33 百万円（前年同期比 49億 39 百万円改善）となり、法人税等を控除した中間純利益は 1億 2 百万円（前年

同期比 43億 85 百万円改善）となりました。 
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２．営業施策の状況（数値は単体） 

＜国内旅行＞ 

赤い風船では、ＪＲ西日本をはじめとしたＪＲ各社との緊密な連携のもと、ＪＲセットプランを中心とし

たＷｅｂ専用商品の強化に特に注力してまいりました。また、ウィズコロナでの安心なご旅行の実施に向け、

国内募集型企画旅行用「日本旅行ＰＣＲ検査プラン」の取り扱いを開始するとともに、ＳＤＧｓの取り組み

の一環としてカーボンオフセットを取り入れた「ＪＲセットプラン Carbon-Zero（カーボン-ゼロ）」を展開

するなど、社会的需要に対応した商品の展開に取り組んでまいりました。こうした展開を進めてきたものの、

コロナ禍による需要低迷は年初から継続し、赤い風船の売上高は 84億 44百万円（前年同期比 49.7％）とな

りました。 

団体旅行では、コロナ禍が継続するなか、Ｗｅｂを活用したハイブリッド型会議や学術学会など新たな取

り組みを推進するとともに、教育旅行においては、方面、期間の変更や感染防止ガイドラインの順守等によ

り、お客様によりご安心いただける旅行の企画、催行に努めてまいりました。また、ＳＤＧｓをテーマとし

た高校生向け教育プログラム「サステナブル・ブランド国際会議 Student Ambassador Program」を展開す

るなど、従来の枠組にとどまらない新たな教育事業への転換を積極的に推進してまいりました。こうした取

り組みにより、国内団体の売上高は 82 億 98百万円（前年同期比 105.7％）となりました。 

また国内の単品商品の売上高は、企業の出張抑制などにより、14 億 6 百万円（前年同期比 65.0％）とな

りました。 

この結果、国内旅行売上高は 181億 60 百万円（前年同期比 67.2％）、売上総利益は 45億 49百万円（前年

同期比 81.8％）となりました。 

 

＜海外旅行＞ 

海外旅行は、新型コロナウイルス感染症の世界的流行によって海外への流動が激減するなか、概ね一部の

業務性需要のみを取り扱う状況となりました。 

この結果、海外旅行売上高は 1 億 59 百万円（前年同期比 1.7％）、売上総利益は 65 百万円（前年同期比

6.3％）となりました。 

 

＜国際旅行（インバウンド）＞ 

国際旅行においても、新型コロナウイルス感染症の世界的流行によって訪日需要が激減し、販売済み商品

の払い戻し等が発生したことにより、売上高は 1億 81 百万円（前年同期比 7.4％）、売上総利益は 1億 57百

万円（前年同期比 19.2％）となりました。 

 

＜付帯事業＞ 

新型コロナウイルス感染症の世界的流行によって旅行需要が大幅に減少するなか、営業力や手配力、運営

能力など当社が持つ強みを最大限活用するとともに、他社とのアライアンスによってシステムやコンサルテ

ィング等の新たな能力を獲得し、旅行の枠組を越えた新たな事業展開を積極的に推進してまいりました。こ

うした取り組みにより、各地域の誘客事業や経済対策事業、大規模センターを含めたワクチン接種関連事業

など、中央省庁や地域行政等からの事業受託が大幅に拡大することとなりました。 

この結果、付帯事業売上高は 168 億 98 百万円（前年同時期比 160 億 7 百万円増）、売上総利益は 75 億 89

百万円（前年同期比 66億 98 百万円増）となりました。 

 

 

３．今後の取り組み 

政府の緊急事態宣言は東京都をはじめとした一部エリアで継続され、新型コロナウイルス感染症の影響は

長期化しています。 

こうしたなか、当社グループにおきましては、お客様の「安心・安全」の確保を最重点に、各分野の事業

展開を推進するとともに、「中期経営計画見直しの方向性」に基づく抜本的構造改革の具体化を一層推し進

めてまいります。 
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「安心・安全」の確保に向けては、店頭営業における予約制の拡大や除菌、換気、ソーシャルディスタン

スの確保等の取り組みを継続するとともに、国内募集型企画旅行における「日本旅行ＰＣＲ検査プラン」の

おすすめやツアー催行中における各種感染防止ガイドラインの徹底などにより、お客様に一層ご安心いただ

ける旅の提供に努めてまいります。 

また、構造改革の取り組みにつきましては、店頭営業をはじめとした従来型の旅行業から、ＪＲセットプ

ランを中心としたＷｅｂ基軸の旅行業への転換を一層推進するとともに、法人営業におきましては、異業種

を含めたアライアンスパートナーとの連携をさらに加速化するなかで、中央省庁や地域行政等の公務需要、

教育関連需要、企業需要を３つの柱としたソリューションの提供を、ＳＤＧｓやＤＸ等の切り口から一層推

し進めてまいります。あわせて、厳しい経営環境の継続を踏まえ、運営体制の見直しや状況に応じた経費削

減の徹底等を継続推進し、ウィズコロナにおける最大限の収支改善とアフターコロナにおける持続的成長へ

の準備に取り組んでまいります。 
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中間比較連結貸借対照表

（単位：百万円）

増　減

（資産の部）
Ⅰ　流動資産

１． 9,887 12,931
２． 13,253 16,135
３． 50,204 34,361
４． 20,375 17,892

△ 14 △ 17
93,707 81,304 △ 12,402

Ⅱ　固定資産
１．

(1) 建 物 及 び 構 築 物 4,759 4,512
　　　 減 価 償 却 累 計 額 △ 4,126 633 △ 3,729 782

(2) 土 地 774 775
(3) リ ー ス 資 産 597 608

減 価 償 却 累 計 額 △ 576 21 △ 557 51
(4) そ の 他 3,146 2,905

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,950 196 △ 2,652 253
1,625 1,862 237

２．
(1) ソ フ ト ウ ェ ア 785 820
(2) そ の 他 197 197

982 1,017 35

３．
(1) 投 資 有 価 証 券 2,096 2,135
(2) そ の 他 3,596 3,265

△ 619 △ 616
5,073 4,783 △ 289
7,680 7,664 △ 16

101,388 88,969 △ 12,419

（負債の部）
Ⅰ　流動負債

１． 4,404 7,768
２． 5,770 4,058
３． 48,428 41,516
４． 18,288 14,658

76,891 68,001 △ 8,890

Ⅱ　固定負債
１． 8,657 7,735
２． 2,781 -
３． 2,151 2,932

14,386 10,667 △ 3,718
91,277 78,668 △ 12,609

（純資産の部）
Ⅰ　株主資本

１． 4,000 4,000 －
２． 3,040 3,040 －
３． 2,995 2,866 △ 129

10,036 9,906 △ 129

Ⅱ　その他の包括利益累計額
１． 237 369 132
２． △ 238 △ 69 169
３． △ 25 22 47

△ 27 322 349

Ⅲ　非支配株主持分 100 71 △ 29
10,110 10,300 190

101,388 88,969 △ 12,419

負 債 合 計

株 主 資 本 合 計

貸 倒 引 当 金
投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

短 期 貸 付 金
そ の 他

受 託 販 売 金
預 り 金
そ の 他

貸 倒 引 当 金

負 債 ・ 純 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

固 定 資 産 合 計

当連結会計年度前連結会計年度

2021年6月30日現在2020年12月31日現在

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 未 収 入 金

流 動 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産

資 産 合 計

支 払 手 形 及 び 未 払 金

無 形 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

退 職 給 付 に 係 る 負 債
旅 行 券 引 換 引 当 金
そ の 他
固 定 負 債 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金

退職給付に係る調整累計額

純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

そ の他有 価 証券 評 価差 額 金

為 替 換 算 調 整 勘 定

その他の包括利益累計額合計
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中間比較連結損益計算書

（単位：百万円）

増　減

Ⅰ　売上総利益 10,068 13,951 3,883

Ⅱ　営業費用 16,509 16,128 △ 380

営業利益 又は損失（△） △ 6,441 △ 2,176 4,264

Ⅲ　営業外収益

　１．受 取 利 息 70 73

　２．為 替 差 益 8 22

　３．持 分 法 に よ る 投 資 利 益 - -

　４．そ の 他 124 202 1,790 1,887 1,684

Ⅳ　営業外費用

　１．支 払 利 息 41 44

　２．為 替 差 損 - -

　３．持 分 法 に よ る 投 資 損 失 66 133

　４．そ の 他 5 113 73 251 138

経常利益又は損失（△） △ 6,352 △ 541 5,811

Ⅴ　特別利益 235 7 △ 228

Ⅵ　特別損失 2,199 6 △ 2,193

税金等調整前中間純利益又は損失（△） △ 8,316 △ 539 7,776

法人税、住民税及び事業税 88 131

法 人 税 等 調 整 額 △ 2,481 △ 2,392 △ 41 90 2,483

中間純利益又は損失（△） △ 5,923 △ 630 5,293

非支配株主に帰属する中間純利益又は損失（△） △ 28 △ 29 △ 1

親会社株主に帰属する中間純利益又は損失（△） △ 5,895 △ 600 5,294

（注）  記載金額は、単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

自  2020年 1月 1日 自  2021年 1月 1日

至  2020年 6月30日 至  2021年 6月30日

- 7 -



中間比較連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

期　　　別　　　

科　　　目

 Ⅰ　　営業活動によるキャッシュ・フロー

　１．税金等調整前当期純利益（△純損失） △ 8,316 △ 539

　２．減価償却費 487 235

　３．貸倒引当金の増加額（△減少額） △ 37 △ 0

　４．退職給付に係る負債の増加額（△減少額） △ 99 △ 874

　５．売上債権の減少額（△増加額） 20,119 △ 850

　６．団体前払金の減少額（△増加額） 6,296 △ 2,203

　７．仕入債務の増加額（△減少額） △ 4,230 3,097

　８．団体前受金の増加額（△減少額） △ 5,024 △ 2,992

　９．受託販売金の増加額（△減少額） △ 16,979 △ 1,712

１０．その他 △ 8,225 △ 6,679

　　　　　小　　　計 △ 16,010 △ 12,519 3,490

１１．法人税等の支払額等 △ 418 △ 196

　　　　営業活動によるキャッシュ・フロー △ 16,429 △ 12,716 3,712

 Ⅱ　　投資活動によるキャッシュ・フロー

　１．有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出 △ 552 △ 620

　２．有形固定資産及び無形固定資産の売却による収入 21 1

　３．貸付による支出 △ 20,206 △ 10,617

　４．貸付金の回収による収入 37,323 26,460

　５．その他 1,188 281

　　　　投資活動によるキャッシュ・フロー 17,773 15,505 △ 2,268

 Ⅲ　　財務活動によるキャッシュ・フロー

　１．短期借入金の増加額（△減少額） △ 20 △ 58

　２．長期借入による収入 200 100

　３．長期借入金の返済による支出 - △ 19

　４．リース債務返済による支出 △ 49 △ 67

　５．その他 △ 0 -

　　　　財務活動によるキャッシュ・フロー 130 △ 45 △ 175

 Ⅳ　　現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 222 289 511

 Ⅴ　　現金及び現金同等物の増加額 △ 98 3,032 3,131

 Ⅵ　　現金及び現金同等物の期首残高 11,079 9,356 △ 1,723

 Ⅶ　　現金及び現金同等物の期末残高 10,981 12,388 1,407

(注) 記載金額は、単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

自 2020年 1月 1日 自 2021年 1月 1日 前年差

至 2020年 6月30日 至 2021年 6月30日

金　　　額 金　　　額 金　　　額
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<<参考資料 １>> 中間比較貸借対照表

（単位：百万円）

（資産の部）
Ⅰ 流動資産

１. 4,506 7,668
２. 12,830 14,109
３. 50,318 36,365

４. 19,897 17,549
△ 15 △ 16

87,537 75,676 △ 11,860

Ⅱ 固定資産
１.

(1) 建 物 及 び 構 築 物 3,969 3,990
減 価 償 却 累 計 額 △ 3,389 580 △ 3,248 741

(2) 土 地 755 755
(3) リ ー ス 資 産 472 475

減 価 償 却 累 計 額 △ 454 17 △ 429 45
(4) そ の 他 2,108 2,124

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,993 114 △ 1,938 186
1,468 1,729 260

２. 813 858 45

３.
(1) 投 資 有 価 証 券 4,895 5,055
(2) そ の 他 3,985 3,868

貸 倒 引 当 金 △ 1,240 △ 1,243
7,640 7,679 39
9,922 10,267 345

97,459 85,944 △ 11,515

（負債の部）
Ⅰ 流動負債

１. 2,779 6,728
２. 5,260 3,775
３. 26,246 29,768
４. 4,893 3,372
５. 37,506 23,520

76,686 67,165 △ 9,520

Ⅱ 固定負債
１. 7,584 6,802
２. 2,781 -
３. 1,186 2,233
４. 1,978 1,882

13,529 10,918 △ 2,610
90,215 78,084 △ 12,131

（純資産の部）

Ⅰ 株主資本

１ 4,000 4,000 －

２

資 本 準 備 金 3,001 3,001

3,001 3,001 －

３

利 益 準 備 金 250 250

そ の 他 剰 余 金

別 途 積 立 金 1,004 1,004

繰 越 利 益 剰 余 金 △ 1,238 △ 746

利 益 剰 余 金 合 計 15 507 491

7,016 7,508 491

Ⅱ 評価・換算差額等

１ その他有価証券評価差額金 227 351

227 351 124

7,244 7,859 615

97,459 85,944 △ 11,515

（注）  記載金額は、単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

(1)

(2)

株 主 資 本 合 計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

未 払 金
短 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金
旅 行 券 引 換 引 当 金

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他
流 動 負 債 合 計

固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

受 託 販 売 金
旅 行 預 り 金

当事業年度

そ の 他

前事業年度

2020年12月31日現在 2021年6月30日現在

短 期 貸 付 金

負 債 合 計

そ の 他 固 定 負 債
固 定 負 債 合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金

(1)

関係会社事業損失引当金

負 債 純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

流 動 資 産 合 計
貸 倒 引 当 金

増　減

現 金 及 び 預 金
未 収 入 金

有 形 固 定 資 産

資 本 剰 余 金 合 計
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<<参考資料 ２>> 中間比較損益計算書

（単位：百万円）

増　減

Ⅰ　売上総利益

１.国 内 旅 行 5,563 4,549

２.海 外 旅 行 1,040 65

３.国 際 旅 行 821 157

４.附 帯 旅 行 890 8,316 7,589 12,361 4,045

Ⅱ　営業費用 13,303 12,246 △ 1,056

営業利益又は損失（△） △ 4,987 114 5,102

Ⅲ　営業外収益

１.受 取 利 息及 び配 当金 217 74

２.そ の 他 69 287 1,051 1,125 838

Ⅳ　営業外費用

１.支 払 利 息 46 48

２.そ の 他 60 106 1,058 1,107 1,001

経常利益又は損失（△） △ 4,806 133 4,939

Ⅴ　特別利益 23 33 10

Ⅵ　特別損失 1,330 6 △ 1,324

△ 6,113 160 6,274

54 60

△ 1,884 △ 1,830 △ 1 58 1,888

△ 4,283 102 4,385

（注）  記載金額は、単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

税引前中間純利益又は損失（△）

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

中間純利益又は損失（△）

前 中 間 事 業 年 度 当 中 間 事 業 年 度

自  2020年 1月 1日 自  2021年 1月 1日

至  2020年 6月30日 至  2021年 6月30日

- 10 -



<<参考資料 ３>>

【売　上　高】

(単位：百万円)
区　分　

構成比 構成比 増　減 前年比
　種　別 （％） （％） （％）

国 内 旅 行 27,034 68.1 18,160 51.4 △8,873 67.2

海 外 旅 行 9,358 23.6 159 0.4 △9,199 1.7

国 際 旅 行 2,439 6.1 181 0.5 △2,257 7.4

付 帯 事 業 890 2.2 16,898 47.7 16,007 -

計 39,723 100.0 35,400 100.0 △4,322 89.1

【売上総利益】

(単位：百万円)
区　分　

構成比 構成比 増　減 前年比
　種　別 （％） （％） （％）

国 内 旅 行 5,563 66.9 4,549 36.8 △1,013 81.8

海 外 旅 行 1,040 12.5 65 0.5 △975 6.3

国 際 旅 行 821 9.9 157 1.3 △663 19.2

付 帯 事 業 890 10.7 7,589 61.4 6,698 851.8

計 8,316 100.0 12,361 100.0 4,045 148.6

２０２１年度中間決算　売上高及び売上総利益

当　　中　　間

前　　中　　間 前年比較当　　中　　間

前　　中　　間 前年比較

- 11 -


